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会 議 録

会 議 名 平成２９年度第２回野田市行政改革推進委員会

議題及び議題毎の

公開又は非公開の別

１ 一般財団法人野田市開発協会の経営状況の評価及び

検討について（公開）

２ 教育委員会に属する事務の管理並びに執行管理の点

検及び評価について（公開）

日 時
平成３０年１月２４日（水)

午前１０時から午後０時４５分まで

場 所 市役所８階 大会議室

出 席 委 員 氏 名

会長：板垣光子

副会長：山本和也

委員：小松栄、田中かよ子、中野祐三郎、

笛木三郎、藤田進、谷田貝しづ子

欠 席 委 員 氏 名 染谷よし江、横川しげ子

事 務 局

村繁（副市長）、東條三枝子（教育長）、佐賀忠（総務部

長）、町田藤夫（自然経済推進部長）、桑原辰夫（学校教

育部長）、伊藤公夫（生涯学習部次長兼社会教育課長）

、長妻美孝（学校教育部次長兼学校教育課長）、矢部雅

彦（学校教育部参事兼指導課長）、佐久間進（みどりと水

のまちづくり課長）、中村利夫（教育総務課長）、岡田通洋

（社会体育課長）、横島司（青少年課長）、寺田幸生（興風

図書館長）、大久保貞則（行政管理課長）、渡邉宏冶（行政管

理課長補佐）、小島修次（行政管理課事務管理係長）、島津

奈身（行政管理課事務管理係主任主事）

傍 聴 者 ３名

議 事 第２回野田市行政改革推進委員会の会議結果（概要)

は、次のとおりである。

行政管理課長補佐 平成３０年１月２４日午前１０時、開会を宣言し、会

議の成立について報告した。会議の公開及び傍聴並びに
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会議録及び会議資料の公開について説明した。

会議録作成のため録音機を使用することについて了解

を得た。

議題１ 一般財団法人野田市開発協会の経営状況の評価

及び検討について（公開）

板垣会長 議題１について、説明を求めた。

自然経済推進部長 ＜議題１について説明＞

みどりと水のまちづ

くり課長

＜議題１について追加説明＞

笛木委員 貸借対照表の有形固定資産の工事未収金５億３千百万

円について、何の未収金なのか内訳を教えてほしい。

自然経済推進部長 工事未収金については、けやきコースの建設費であ

る。本来、野田市スポーツ公園のゴルフ場として市が工

事を行うところを、開発協会が市中銀行から借入れをし

て工事を行ったもので、それが市からの未収金となって

いる。

笛木委員 副市長に尋ねるが、工事未収金５億３千百万円は開発

協会にいつ支払うのか。

副市長 当時の契約により分割で支払うことになっており、平

成３３年度に支払いが終了することとなっている。

笛木委員 建物を含めると１０億円の固定資産となるが、年間の

償却費はいくらになるのか。

自然経済推進部長 けやきコースは、市の所有であり開発協会の所有では

ないので、償却費は見込んでいない。

笛木委員 副市長に尋ねるが、長期借入金の１２億８千万円は銀

行からの借入れにおいて市が補償しているのか。

副市長 これまでは市が損失補償をしていたが、一般財団法人

への移行後は市が損失補償をしてはいけないことになっ

ている。３３年度に借入れをしなければならないとき

は、市は損失補償ができないため開発協会の信用で融資
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を受けることになる。したがって、それまでは安定した

経営状況を続ける必要がある。もし倒産となった場合

は、損失補償をしている分については市が責任を負うこ

とになる。

中野委員 けやきコースは市の所有財産ということだが、ひばり

コースも市の所有なのか。

自然経済推進部長 資料中、固定資産のコース施設についてはひばりコー

スのことである。ひばりコースは開発協会が独自に整備

したものである。有形固定資産として載っているものは

ひばりコースの資産である。

中野委員 ひばりコースは開発協会の資産で、けやきコースにつ

いては野田市の財産ということで、けやきコースで借り

た長期借入金については市が負担し、ひばりコースのも

のは開発協会が負担するということか。

自然経済推進部長 ひばりコースは４０年前に開発協会が整備したもので

あり、クラブハウス等も全て開発協会の所有である。一

方で、けやきコースは平成８年にオープンし、野田市ス

ポーツ公園の一部として市が整備したものであることか

ら、性格の違いがある。

中野委員 ひばりコースの借入れについても、市が補償をして返

済しているのか。

自然経済推進部長 ひばりコースに関連した借入れについても市の損失補

償はあったが、全て返済し終わっている。

山本副会長 ゴルフ人口が毎年１％程減少するということが記載さ

れているが、１０年経つと１０％となり、そうすると１

０万人を割る可能性が危惧される。ひばりコースはスル

ープレーで使いやすく、特に若い方にとっては丸１日費

やすこともなく半日で回れるというような工夫が必要と

思われるが、将来的にけやきコースについての計画等が

あれば教えてほしい。
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自然経済推進部長 ひばりコースは平成２５年度からスループレーにスタ

イルを変え、またレストランも廃止した。合わせて早朝

ハーフプレーをひばりコース、けやきコースともに始

め、時間を有効に使いたい、また、短時間だけプレーし

たいというニーズを取り込んできた。近年は、ゴルフ人

口の減少対策として、ジュニアの育成を行っている。内

容として、ひばりコースでは２０歳以下はゴルフ用品の

貸出しをすべて無料とし、また、高齢者についてもひば

りコースにおいては７０歳以上のシニアはレンタル無料

となっている。今後、これらをけやきコースに拡大する

か検討中である。

藤田委員 資料２ページ（１）市の支援策②建設償還金の猶予に

「さらに、長期間に渡るゴルフ場のクローズ等により、

単年度収支が悪化する場合は、公有財産購入費を繰上償

還することにより、資金の確保を図ります。」とあるが

具体的にどのようなことをするのか。また、繰上償還す

るとあるが、この場合の財源は何か教えてほしい。

自然経済推進部長 ひばりコースにおいては過去に大きな災害等があり、

これに備えて記載しているもので、今のところこのよう

な事態となる見込みはないが、万一あった場合に市から

の公有財産購入費の１億１千３百万円ほどを先出しし運

営を助けようという考えである。現在の経営計画では、

建設償還金の償還は３３年度に終わるので、この財源は

使わなくて済むと考えている。

藤田委員 長期借入金について、借入日、償還日、借入額、借入

利率を教えてほしい。また、金利については融資先の借

換え等の検討をして利子の額を軽減していくことを考え

ていると思うが、どのように考えているか。

自然経済推進部長 借入金については大きく分けて二つあり、一つは建設

償還金で市から工事未収金分として入るもので、もう一
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つは運転資金として借入れしたものである。

建設償還金の借入先については、みずほ銀行、三井住

友銀行、ちば東葛農業協同組合、千葉銀行、千葉興業銀

行、京葉銀行の６行である。運転資金については、借入

期間は１０年で、借入先は千葉銀行、千葉興業銀行、京

葉銀行、ちば東葛農業協同組合である。利率について

は、建設償還金は１.９６５％から２.０７５％で銀行に

より異なり、運転資金は平均２.０４％である。

藤田委員 借入金の具体的な内容について、できたらペーパーで

頂きたい。また、マイナス金利時代なので借換えについ

てはどのように考えているのか教えてほしい。

自然経済推進部長 資料については後ほど提出する。

借換えについては、市の損失補償がない中で、１０億

円以上の借換えは現実的に難しい。市の損失補償は付け

られないので、開発協会が１０億円以上の借入れを信用

で受けることは難しい。

藤田委員 借換えについては問題があるということだが、借入金

利が２％を超えており、少し高いと思われる。もう少し

低金利で借りられると思う。支出を抑え経営を安定させ

るためにも、より一層の努力をお願いしたい。

副市長 債務超過に陥っていた状態からの市の損失補償なしで

の借換えは難しいと思われるが、３３年度には損失補償

なしで借入れをしなければならないので、金融機関につ

いては働きかけを行い、融資の可能性について３３年度

を見据えた交渉を進めたい。

藤田委員 民間の金融機関が難しいのであれば、政府系金融機関

や補助金などほかの方法もあるかと思うので検討してい

ただきたい。

小松委員 関連して、借換えではなく金利の交渉をすることを提

案する。
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自然経済推進部長 頂いた御意見を踏まえて金融機関に話をしたい。

谷田貝委員 ひばりコースではレンタル無料等のジュニア対策を行

っているが、ジュニアの利用数や割合はどのくらいか。

自然経済推進部長 まだまだ少ないのが現状である。ひばりコースは西武

台千葉高校のゴルフ部の皆さんに御利用いただいてい

る。

谷田貝委員 子供たちが楽しめるゴルフ場でもあってほしい。ま

た、参加者の声、利用者の声をまとめて参考にしたら良

いかと思う。

自然経済推進部長 積極的に利用者の声を反映させるため、職員全員を対

象に毎月１回全体会議を実施しており、その中で様々な

利用者の声、御意見について改善できるものは直してい

る。今年度は１月までに８８件の提案があり、できるこ

とから利用者のニーズやご希望に沿ってコースを改善し

ていくことに努めている。

谷田貝委員 可能であれば、そのような内容も資料に添付していた

だきたい。

自然経済推進部長 次回から資料として添付する。

田中委員 ２ページの物件費削減で８％の削減とあるが、具体的

な内容を教えてほしい。また、４ページに３１年度から

は職員の退職金の支払いが発生するとあるが、この退職

金に充てるために何か対処等は行っているか。

自然経済推進部長 物件費の削減については、節電、節水等の実施、ま

た、農薬等はより良いものを使い経費の削減を図ってい

る。管理機械については、メンテナンスをしっかり行い

長期的に使うようにしている。

次に、退職金については退職金の積立て等は行ってい

ない。その年ごとの収支から退職者に退職金を支払って

いく。

田中委員 退職金の支払いに関しては必ず生じるものなので、中
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小企業退職金共済（以下、「中退共」という。）事業等

を行ったらどうか。

自然経済推進部長 中退共については検討している。３４年度に約４千万

円の現金預金がマイナスとなる。長期借入金の支出等で

必ずマイナスとなることが明らかとなっていることか

ら、今、中退共に加入し年に１千万円から２千万円を積

み立てることは、３３年度末から３４年度に借りる金額

が１億円から１億５千万円になり、借りるハードルが上

がってしまう。そのため、３３年度末から３４年度の借

入れ後に中退共等を検討したい。

藤田委員 退職金の積立ては、当然として積立てをするべきもの

と考えるが、積立てをしていないということは決算上ど

うなるのか教えてほしい。

自然経済推進部長 中退共に加入し掛金を支払えば税金は若干安くなる。

これを加味し、中退共に加入し年間１千万円から２千万

円を積み立てた場合、３３年度末の借入れの予定は１億

円だが、これが１億５千万円となったときに開発協会で

借入れができるのか。それならば収支計画の中で退職金

を支払っていく方が結果としてセーフティではないかと

判断したことから、現在は中退共に加入していない。

藤田委員 毎年積み立てる積立金は損金として計上できるのか。

自然経済推進部長 退職金については、基金からの支出でも当該年度に損

金計上となる。毎年１千万円や２千万円を基金に積立し

ても、積立金は控除の対象にはならない。この場合は、

職員が退職しその基金から退職金を支払った年度に控除

となる。

中野委員 退職金を支払うために積立てをすると借入金が増える

ということだが、積立てをするとその分が増える仕組み

がよく分からない。

自然経済推進部長 中退共については、平成２５年から議論を重ね、１人
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月３万円の積立てをすると年間で約１千万円の支出が増

え、その分は職員が退職するときに中退共から支払われ

るので開発協会の現金預金は減らないが、開発協会には

そこまでの余裕がないことから当該年度に支払いをした

方が良いとの結論となった。当該年度に退職者が１人や

２人のときは３千万円や４千万円をその年度に支払えば

よいが、中退共に加入すると職員全員分の積立てとなり

年１千万円や１千５百万円といった額が年度ごとに重な

っていく。経営が厳しいと想定される３４年度にどうす

るか検討したところ、中退共に加入して全職員の退職金

を積み立てていくよりも、３４年に当該年度の退職者に

収益の中から支払う方が結果的に存続の可能性は高くな

るとの結論となった。

中野委員 ３１年度から３４年度の退職金の支払いの金額はどの

くらい想定されているのか。

自然経済推進部長 ３１年度に４千５百万円、３２年度に千２百万円、３

３年度に４千３百万円、３４年度に５千９百万円、３５

年度に３千６百万円、３６年度に２千万円、３７年度に

８千百万円、３８年度に６百万円となっている。開発協

会の人員構成は、４０年前にひばりコースがオープンし

た時期に雇用した職員と、２０年前にけやきコースがオ

ープンした時期に雇用した職員の大きく２つに分かれて

いる。３１年度からの退職金の支払いは、ひばりコース

で雇用した職員の退職時期が始まり、その後にけやきコ

ースで雇用した職員の退職者が続く支払計画となってい

る。

板垣会長 議題１について了承でよいか問うた。

＜全員賛成にて了承＞

議題２ 教育委員会に属する事務の管理並びに執行管理

の点検及び評価について
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板垣会長 教育長に挨拶を求めた。

教育長 ＜挨拶＞

板垣会長 議事の進め方は、資料の「目標」ごとに審議をするこ

とでよろしいか。

＜異議無し＞

板垣会長 各目標の説明に入る前に、制度の概要と点検・評価の

方法について、説明を求めた。

生涯学習部次長 ＜説明＞

板垣会長 「目標１」について説明を求めた。

生涯学習部次長 ＜目標１（１）及び（８）について説明＞

学校教育部長 ＜目標１（２）から（７）及び（９）について説明＞

板垣会長 「目標１」について質疑を求めた。

中野委員 市のホームページを拝見したところ教育費の予算につ

いて、２８年度が７９億、２９年度が４８億だったが、

減った理由は何か。目標１から目標３まで予算・決算額

の欄を合計すると２９年度予算額が３５億、２８年度決

算額が２３億だったが、どのような理由からなのか。

教育総務課長 市のホームページに掲載されている教育費の平成２９

年度当初予算は、平成２８年度当初予算と比べると２，

３２６，９２８千円減額となっている。減額の主な理由

として、平成２８年度当初予算には中学校空調設備設置

事業費１，６８３，７６４千円が計上されていたためで

ある。平成２９年度に実施した小学校及び幼稚園の空調

設備設置工事の事業費２，７９８，０４６千円は、国の

補正予算に係る対応として、平成２８年度の補正予算に

計上したが、平成２９年度に繰り越したことから、平成

２９年度当初予算には含まれていない。

一方、平成２９年度事業評価報告書では、重点目標

「学校施設・設備の充実」の本年度予算額は、現計予算

として繰り越した小学校及び幼稚園の空調設備設置工事
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の事業費が含まれているため、前年度決算額と比較して

大幅に増えている。

藤田委員 いじめ実態調査について、教師同士のいじめや教師か

ら子供のいじめについて調査を実施しているか。

指導課長 教師から子供のいじめについては、年２回実施するい

じめアンケート等で把握している。子供が「教師からい

じめられている」と認識している例がある。小学生は

「自分ばかり怒られる」、中学生は「心ない一言をかけ

られる」、「自分がやりたくない仕事をやらされる」を

「教師からのいじめ」と捉えている。誤解のないよう丁

寧に対応していきたい。

学校教育部長 「教師が教師をいじめる」ということを直接調査した

ことはない。ストレスチェックでは、こうした事案があ

がっていない。また、教育委員会に教師から相談された

ケースもないことから、「教師が教師をいじめる」とい

う事案はないと判断している。

板垣会長 いじめの実態調査は、個人情報の問題や個人を尊重す

る上で、非常に大変だと思う。丁寧な御指導をしていた

だいていることに感謝する。資料の中で、６月実施の第

１回目調査から、９月実施の追跡調査では認知件数が減

少している。今後の対応で、道徳教育の充実をしていき

たいとあるが、具体的にどのように考えているのか。

学校教育部長 今までは教科ではなく「道徳の時間」として授業を行

ってきたが、３０年度から「特別の教科 道徳」とな

る。教科化になった理由は全国で深刻ないじめが起きた

ためである。いじめに関する教材を多く扱い、子供たち

に多様な考えを出させる議論をすることとしている。

板垣会長 児童生徒主体の道徳教育につなげていくということで

よろしいか。自分には関係ないから自分の問題ではない

といった大人の世相が子供たちに影響しているのであれ
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ば、大人の責任、保護者の責任もあると思う。子供たち

の主体性だけではなく、保護者も入るような道徳教育の

ようなものを検討してほしい。

学校教育部長 ３０年度は中学生に対して外部の人材を使いながら、

いじめ傍観者を防ぐための授業を行う。

藤田委員 全国学力学習状況調査の結果は、全国や県と比較する

とどのような状況なのか。

指導課長 全国学力学習状況調査は小学校６年生、中学校３年生

を対象に、算数・数学、国語の２教科で実施している。

各教科で基礎基本を重視したＡ問題と、資料の活用や自

分の考えを表現するＢ問題がある。全国と千葉県の正答

率は近い値となっている。小学校は算数、国語のＡ，Ｂ

問題全てにおいて、全国平均をやや上回り、中学校は数

学、国語のＡ，Ｂ問題全てにおいて、全国平均をやや下

回る状況である。一方で、算数、数学のＡ問題の正答率

が上がっており、今回は小中とも過去最高の結果となっ

ている。

また、同調査では生活面のアンケートも行っており、

朝食を食べている率が全国よりも低いことが判明した。

藤田委員 千葉県全体の中で、野田市の位置はどのあたりか。

指導課長 他市の平均点が分からないため、把握していない。

藤田委員 朝食欠食率の割合を教えてほしい。

指導課長 小学校４年生から６年生までの朝食欠食率は、平成２

８年度に４．４％、平成２９年度に４．２％であり、欠

食率が０．２％減少した。また、中学校１年生から３年

生の朝食欠食率は、平成２８年度６．５％、平成２９年

度に５．５％であり、欠食率が１．０％減少した。

藤田委員 家庭の問題もあり非常に難しい課題だと思うが、再

度、意気込みや考え方を教えてほしい。

学校教育課長 「早寝、早起き、朝ご飯」というフレーズで推進をし
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ている。生活習慣そのものを改善する取組としたい。朝

食は、栄養の源になる部分で、特に午前中の活動に欠か

せないことから、保健の授業や部活動を含めて根気よく

推進していく。

藤田委員 保護者への取組を教えてほしい。

学校教育課長 １２月にＰＴＡの連絡協議会の中で、食育の講義を行

った。

教育長 保護者向けの食育の啓発に関して話があったが、学校

によっては、朝食を食べてこないことを深刻な問題とし

て捉えている学校がある。取組内容としては、授業中以

外に保護者会などで、栄養士や養護教諭から朝食の大切

さを訴えること、それから「学校だより」に盛り込むな

ど、学校を上げて取り組むことによって成果が出ている

学校もある。市全体でも改善していきたい。

藤田委員 働き方改革をどう進めているのか。

学校教育課長 小学校で導入した学級事務支援員事業は、国の業務改

善加速事業の委託を受け進めている事業で、この導入を

きっかけに業務改善に積極的に取り組んでいる。その結

果として、２８年度に比べて時間外勤務時間の縮減が図

られるなど、成果が見られている。今後は、中学校にも

拡充し、更に業務改善を推進していきたい。また、２９

年度は部活動ガイドラインの策定にも取り組んでおり、

中学校の教員の働き方改革に結びつけていきたいと考え

ている。

中野委員 （６）安全安心な学校づくりの今年度予算２３１，２２

３千円は主に人件費なのか。

学校教育部長 特別支援学級支援員、要配慮児童生徒支援員の賃金や

就学援助等の扶助費の予算となっている。

笛木委員 給食費滞納者の金額等はどのくらいか。また、口座

振替はできるのか。
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学校教育課長 約１，１００万円の滞納金がある。滞納額は前年度比

で約１００万円減少している。３か月滞納者については

児童手当の引落しができ、効果的に活用されており、や

や減少傾向にあるため、今後も啓発していきたい。

また、給食費の口座振替は可能であり、多くの学校で

実施している。

板垣会長 豊かな人間関係づくりを核にした学級経営の充実の成

果として、小学校では９１．５％、中学校は７３．３％

の実施率となっているが、どのような内容か。

学校教育部長 「豊かな人間関係づくり実践プログラム」という千葉

県独自の授業案がある。必ずやらなければならないとい

う授業ではないが、中学校の実施率が低くなっている。

道徳の授業等によって様々な指導は行っている。

板垣会長 中学校全体でプログラムをやってもらいたい。

「目標２」について説明を求めた。

生涯学習部次長 ＜目標２について説明＞

板垣会長 「目標２」について質疑を求めた。

谷田貝委員 鈴木貫太郎記念館の見学者はどのくらいなのか。

生涯学習部次長 平成２８年度は６，９２１人である。

谷田貝委員 鈴木貫太郎記念館展示解説ボランティアに登録してい

る１２名は、地元住民なのか。

生涯学習部次長 主に関宿地域の住民である。

谷田貝委員 鈴木貫太郎記念館は、郷土の偉人という捉え方でいく

と、教育委員会だけではなく、観光協会等と連携して推

進してほしい。

副市長 市としても地域の資源を生かした観光を考えている。

鈴木貫太郎記念館も貴重な資源と思っているので、教

育委員会と協力しながら活用していきたい。

藤田委員 （４）スポーツ・レクリエーション活動の機会の充実

について、関宿城マラソン大会の参加選手の人数が●に
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なっているが、開催したのか。

社会体育課長 １月２８日に開催予定として進めている。

藤田委員 各種スポーツ教室の中で、グラウンドゴルフだけでな

く、ゴルフも加えたらどうか。また、ゴルフ場の近くに

安くできる広大な練習所を整備して、講師を呼んでゴル

フ教室を行い、上手くなったらコースに出てもらいゴル

フ人口を増やすということも考えたらどうか。

社会体育課長 合併後、しばらくの間、ゴルフ教室を開催していたが

施設（民間のゴルフ練習場）の閉鎖と他の民間ゴルフ練

習場で実施していることから、市では実施していない。

しかし、ゴルフ教室もスポーツの推進という点では実

施すべきと考えており、開発協会と相談し、検討してい

きたい。

板垣会長 「目標３」について説明を求めた。

生涯学習部次長 ＜目標３について説明＞

板垣会長 「目標３」について質疑を求めた。

谷田貝委員 関宿あおぞら広場の料金は無料か。

青少年課長 無料である。

谷田貝委員 関宿あおぞら広場の受付を鈴木貫太郎記念館で行って

いるのか。

青少年課長 鈴木貫太郎記念館と青少年センターで行っている。

谷田貝委員 関宿あおぞら広場は、子供の使用が少ないと聞いてい

る。一部の方には好評であり、水も無料なので、市外の

利用者に対してだけでも、鈴木貫太郎記念館の入場券と

セットにし有料化したらどうか。

青少年課長 関宿あおぞら広場の一部は、地元の老人会がグラウン

ドゴルフに使用しており、他の施設で行っているグラウ

ンドゴルフは無料であることから、ここだけ有料にする

ことは難しい。有料化については、行政管理課と調整し

ながら検討する。
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板垣委員 家庭教育学級の充実について、公民館における連続講

座の開設の内容は素晴らしいと思っているが、幼児や小

学生の保護者は働いている人が多い。平日ではなく、日

曜日等にすれば参加率が増えるのではないか。

生涯学習部次長 小学生の保護者を対象にした講座開設については、公

民館で行うだけでなく、保護者の代表者の方の運営委員

の中で開設の日程や内容も決めていただいて実施してい

る。公民館に来ていただくだけでなく、例えば、就学時

健康検診や中学校の保護者会に出向き、出前で家庭教育

講演を行う等、こちらから出向くような方策も行ってい

る。

板垣会長 今後も工夫してほしい。

その他、質疑を求めた。

藤田委員 各自治会で行われている体育祭について、今後の方針

を教えてほしい。

社会体育課長 地区運動会補助金については、スポーツの推進や健康

維持のほかに、地域コミュニティの醸成の観点から必要

なものであると考えており、現在、補助金の交付要綱の

見直しを行っている。

補助金額については、現状維持と考えており、具体的

には均等割の区分が現状では１，０００世帯単位として

いるところを５００単位に拡大し、現状の補助金額と同

等の交付額となるよう考えている。また、世帯割額につ

いても現状の１世帯当たり金額を維持したいと考えてい

る。

小松委員 みずき小学校の鳩対策はどうなっているのか。

学校教育課長 業者に委託し、屋上に捕獲かごを取り付け、捕獲を試

みているが、捕獲量があまり多くないことから、新しい

方法を検討している。
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板垣会長 その他質問等がないため、午後０時４５分、閉会を宣

言した。

以上






